
船舶海洋カンパニーは、川崎重工の創業者・川崎正蔵の「鉄で作った船でなければ日本の海

運界あるいは海運物流は安心できない」という、造船に対する思いを脈々と受け継いできまし

た。その精神は130年以上経た今も変わらず、当カンパニーのものづくりの原点となっています。

日本の造船受注量は現在、中国、韓国に続き世界第3位となっています。しかし、長らく世界の

造船業をリードしてきたことは事実であり、これまでに蓄積した技術力と経営ノウハウを活かし、

世界の造船業の発展に貢献していくことが、当カンパニーの使命と認識しています。

その一環として、当カンパニーは中国で中国企業と合弁造船所を設立・運営しています。この

合弁造船事業を通じて、世界の海上輸送を担うコンテナ船やばら積み船などを低コストで提供

するとともに、中国の経済や社会の発展・雇用創出に貢献しています。

地球環境問題、燃料油高騰等を背景に造船・海運の分野でも省エネルギー・環境負荷低減に

対する要求が高まってきています。当カンパニーは川崎重工グループとしての技術力を活かし

ながら、この要求に対応したエコシップ・新推進システムの開発を推進しています。また、将来、

石油、LNGに代わるクリーンエネルギーとして期待されている水素についても、来るべき水素

社会のニーズに遅れを取ることなく対応できるように、液体水素運搬船の開発にも取り組んで

いきます。

　1878年に当社創業者が造船業を開始
して以来、船舶海洋カンパニーは、豊かな
経験と最先端の技術を活かして、あらゆる
船舶の建造を行っています。その性能が高
く評価されているLNG船、LPG船をはじ
め、コンテナ船、ばら積み船、大型タンカー
などの商船ならびに潜水艦の建造を手掛
けるとともに、海洋開発の分野でも各種調
査船、多様な海洋構造物の開発・建造実績
を有しています。
　また、中国では合弁造船会社南通中遠
川崎船舶工程有限公司（NACKS）を運営
し、既にばら積み船、コンテナ船から大型タ
ンカーに至る最新鋭の船舶を建造、さらな
る発展を目指しています。

世界経済のインフラストラクチャーとして
海上輸送の一翼を担い、省エネルギー・
低環境負荷等、地球規模の重要課題解
決に貢献する世界有数の造船グループ

【LNG船「Energy Confidence」】
クリーンで環境にやさしい燃料として注
目されている液化天然ガスの運搬船の開
発にいち早く着手し、常に先進技術を取
り入れながら建造を続けています。

私の所属する商船営業第二部では、当社の坂出工場で建造するLNG（液化
天然ガス）運搬船の営業を担当しています。
LNGとは天然ガスを－162℃まで冷却して液体にしたもので、LNG運搬船

は、液体になると体積が約600分の1になる天然ガスの性質を利用してガスを
安全に運ぶための専用船です。
LNG船に限らず、石油、石炭、鉄鉱石などの資源を輸送する当社で建造する
商船は、世界中で活躍しています。海運・造船業は、天然資源の少ない日本のエ
ネルギー政策の一部を担っており、私達の日常生活に果たしている役割は大き
いので非常にやりがいのある仕事です。
仕事・懇親など、ついつい帰宅が遅くなりがちで、平日は5年生の子供ともす

れ違いが多いので、自宅での評価は？？ですが、今のところは「お父さんは頑張っ
て働いている」と素直に思ってくれているようです。

蓄積した技術力と経営ノウハウで世界の造船業の発展に貢献

当社は本年、長期ビジョン「Kawasaki 事業ビジョン

2020 -将来への布石-」および「中期経営計画（2010～

2012年度）」を策定しました。その中でも、2030年頃ま

での社会ニーズ、すなわち社会の要請を見通して、新た

な製品、事業を創造していくこととしています。

　社会の要請の大きなカテゴリーである環境問題の中

に、CO2排出削減問題があります。当社は、製品を通じて

2020年には6,500万トンのCO2の削減をするビジョン

を描いています。さらにその先では、水素や海洋エネル

ギーの活用技術を確立することによりCO2フリーの実現

も視野に入れています（19ページ、20ページを参照くだ

さい）。

Kawasaki事業ビジョン
2020

-将来への布石-
中期経営計画
（2010～2012年度）

新製品・
新事業を構想

2030年頃までの
社会ニーズを見通す

低CO2の鉄道車両へのモーダルシフト
低燃費・高効率民間航空機・エンジン
高効率ガスタービンコージェネレーション
発電プラント高効率化・排熱発電
その他
合　計

新製品と開発済み低CO2製品により削減されるCO2
（2020年における試算）

実行計画

2010年度 2012年度 2020年度 2030年度

成長軌道への復帰を実現
将来の成長に向けた基盤整備

持続的成長軌道
グループミッションの達成

9
3
18
19
16
65

（百万トン）

・日本の排出量（2006年）の約5％
・当社グループの排出量（2007年）
 0.3百万トンの約200倍

さらにCO2フリーの
新製品・新事業
水素・海洋エネルギーなど

船舶海洋カンパニーHP▶http://www.khi.co.jp/ship/

グループミッション

「世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する
“Global Kawasaki”」

事業概要

ビジョン

製品トピックス従業員の声

船舶海洋カンパニー
S h i p  &  O f f s h o r e  S t r u c t u r e

船舶海洋カンパニー  営業本部
商船営業第二部 基幹職

青山 晋

船舶海洋カンパニー 
プレジデント

神林 伸光

川崎重工グループは、広汎な領域における高度な総合技術力によって、
地球環境との調和を図りながら、豊かで美しい未来社会の形成に向けて、新たな価値を創造します。
この理念のもとで、陸・海・空はもとより、遥かな宇宙から深海にまで、多彩な製品を送り出しています。

当社グループ製品により、顧客のCO2排出量の削減に貢献

航空宇宙カンパニー

プラント・環境カンパニー

ガスタービン・機械カンパニー

精密機械カンパニー

モーターサイクル＆
エンジンカンパニー

船舶海洋カンパニー

車両カンパニー

GGGGGGGGGGllllllllloobbal
KKKKKKKKKKaawwwaassaaaakkkkii
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グループの総合力を活かして、高度な技術力で高機能・高品質の製品を開発します

お客様の視点に立った、「信頼」「安心」の製品・サービスを提供します

お客様のニーズを満たし、感動を伴う製品・サービスを提供します

製品開発

製品責任

お客様満足

ありたい
姿

総合技術力で未来をひらく価値を創り出します

1



車両カンパニーは、鉄道車両とそれに関連するシステム・機器の供給を通じて、社会インフラ

の整備に貢献しています。鉄道が脚光を浴びている背景には、世界的な環境対策の推進と鉄道

車両の高速化、ならびに新興国の経済成長があります。先進国を中心に自動車に頼っていた輸

送を鉄道に代替するモーダルシフトが推進され、省エネルギーで環境負荷が少なく定時性にも

優れた高速鉄道の導入が各国で検討されています。また、アジアを中心とする新興国では、著し

い経済成長を支える交通インフラとして鉄道システムの一括供給が期待されています。私たち

はキーハードである車両を中心としながら国内外のパートナーと協業し、システムインテグレー

ターとしてもその要求に応えていきます。

さらに、当社では自社開発した新型ニッケル水素電池「ギガセル」の実用化を推進していま

す。この電池は、大容量・高速充放電・長サイクル寿命という特徴を有し、太陽光発電・風力発電な

どの平準化・蓄電装置に適用できるほか、鉄道システム、スマートグリッドなどへの利用が期待さ

れています。

当カンパニーは海外プロジェクト遂行体制の強化と製品ラインナップの一層の充実を図り、鉄

道ビジネスのグローバル展開を進めていきます。現在、アメリカで進められているグリーンニュー

ディール政策では鉄道産業が有望視されており、北米に生産拠点を有する当社はそうした産業

政策にも貢献できると考えています。

航空宇宙カンパニーは、日本の航空機産業と宇宙開発事業の発展を支えています。

防衛省向けビジネスでは、国防の鍵となる防衛航空機の開発・製造を担うことにより、航空機

を設計・製造する技術を次世代につないでいくこと、つまり人財を育てることに意義があると考え

ています。民間航空機ビジネスでは、常に最先端の技術を導入しつつ、いかに利益を出していく

かを考えることが重要です。当カンパニーは現在、米ボーイング社の環境対応型次世代旅客機

「787ドリームライナー」の開発・量産プロジェクトに参画し、炭素繊維複合材製の前部胴体、主

脚格納部および主翼固定後縁を担当しています。宇宙開発事業では、純国産ロケットH-ⅡAおよ

びH-ⅡBの開発に携わり、先端部分で衛星を格納するフェアリング、および衛星を切り離す分離

部を担当しています。また、世界15カ国が参加する国際宇宙ステーションの一部となる「きぼう」

日本実験棟などの開発にも携わり、国際協力プロジェクトチームの一員として宇宙開発事業の発

展に貢献しています。

航空機および宇宙開発は、研究を始めてから最終製品を完成させるまでに十数年を要しま

す。日本の技術を継承する航空宇宙関連のエンジニアを育成し、次世代にバトンをつないでいく

ことが私たちの使命です。防衛省向けビジネスで最終製品を製造する機会を確保するとともに、

民間航空機ビジネスを展開し、航空宇宙分野の発展に寄与していきます。

　車両カンパニーは、1906年に兵庫工

場で鉄道車両製造を開始して以来、鉄道

の歴史に残る数々の名車両を製造し、わ

が国トップメーカーの座を不動のものにし

てきました。

　新幹線電車に代表される高速車両をは

じめ、特急電車、通勤電車、地下鉄電車、

貨車、機関車、新交通システムなどさまざ
まな車両を製造しており、製品の納入先
も、日本国内はもとよりアメリカ、中国、東
南アジアなど世界各国に及んでいます。
　また、兵庫工場のほかアメリカにも二つ
の車両工場を有しており、兵庫工場をマ
ザーファクトリーとして、日米3つの生産
拠点で世界の車両需要に応えています。

世界最高水準の技術と品質を強みに、高
速鉄道からLRTまで幅広く取り組む世界
トップクラスの鉄道車両システムメーカー

【超低床電池駆動路面電車（LRV）
「SWIMO」】
「人にやさしい」「地球にやさしい」をコン
セプトに、自社開発した大容量・高出力
ニッケル水素電池「ギガセル」を搭載した
低床電池駆動の路面電車です。

　航空宇宙カンパニーは、1918年の航空機
分野への進出以来、日本を代表する機体メー
カーとして、幅広い製品を製造しています。
　防衛省向けのビジネスでは、T-4中等
練習機、P-3C哨戒機、OH-1観測ヘリコ
プターをはじめ、さまざまな航空機の開
発・製造で主要な役割を果たしてきまし
た。現在、防衛省が進める次期哨戒機と
次期輸送機の国産開発では、主契約企業
として開発をリードしています。
　民間航空機分野では、米国ボーイング
社との共同開発によるボーイング767、
777、787の分担製造や、川崎BK117
ヘリコプターの製造などを行っています。

日本の航空宇宙業界におけるリーディン
グカンパニーであり、「品質・コスト・納期」
において確固とした国際競争力を有する
航空機メーカー

次期輸送機【XC-2】
防衛省の現有機「Ｃ-1」の後継機です。
飛行速度・航続距離等の性能が向上する
ほか、新規開発の飛行管理システムおよ
び省力化された搭載しゃ下システムを採
用しています。

私は車両カンパニーに入社して20年になります。20年の間に、時代が大きく
変化し、お客様の品質に対する要求も厳しくなってきました。そのため車両カン
パニーの車両づくりも、変革期を迎えております。職場を見てもベテランの方が
少なく若手が増えており、知識や技能の伝承を行わなければなりません。これか
らは人財育成を進め、品質、コスト、安全を常に考え、お客様に満足してもらえる
車両を作ることで社会に貢献していけると思っています。

ご家族の声（谷 和波さん） 
わたしのお父さんは、いろいろなしゅるいの電車を作っています。大きな電車

を作っているのですごいなあと思います。わたしはお父さんの作った電車に
乗ったことがありますがこんな大きな電車を作っているなんて信じられません。
これからもみんなが安心して乗れるような電車を作ってほしいと思います。

私は、これまでヘリコプターや宇宙機器、そして現在はＰ-１固定翼哨戒機とい
うように、「空」や「宇宙」を飛ぶ製品に携わっています。私はこれらの製品をただ
単に人や物を運ぶ道具ではなく、「夢」や「希望」も一緒に乗せて運ぶもの、とい
うように考えています。
もしこの国で飛行機やロケットを作る会社がひとつもなかったらどうでしょう
か？すべてが輸入となると何だか寂しくないでしょうか？私は、この仕事が子供
たちのみならず、多くの人々に「夢」を与えていると、大いに誇りに思っています。

自宅での川重マンとしての評価
ある意味、会社よりも厳しい評価が待ち構えています。「川崎はいつになった

ら電池で飛べる飛行機を作るの？水でもいいけど！（妻）」実現しないと評価して
もらえないようです。世の中の期待はもっともっと大きいのかもしれませんね！

地球環境保全に貢献する鉄道ビジネスをグローバルに展開 日本の航空機産業と宇宙開発事業を担う人財を育て、
次世代に技術をつなぐ

車両カンパニーHP▶http://www.khi.co.jp/rs/ 航空宇宙カンパニーHP▶http://www.khi.co.jp/aero/※2010年4月、第19回地球環境大賞（主催：フジ
　サンケイグループ）の大賞を受賞しました。

車両カンパニー
R o l l i n g  S t o c k

車両カンパニー プレジデント 

松岡 京平

事業概要

ビジョン

製品トピックス

事業概要

ビジョン

製品トピックス
従業員の声

車両カンパニー 生産本部工作部
第一艤装課 職場長 

谷 亮一

従業員の声

航空宇宙カンパニー
A e r o s p a c e

航空宇宙カンパニー 生産本部
生産技術部
組立技術課 基幹職

塩谷 康司

航空宇宙カンパニー プレジデント

村山 滋
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今、世界では低炭素社会に向けて、さまざまなCO2削減対策が導入されています。その一つ

が、ガスを燃料としたコージェネレーションシステムなどの分散型エネルギーシステムです。当カ

ンパニーはこれらの発電システムの中核を担うガスタービンや蒸気タービン、ガスエンジンの開

発・製造を行っています。私たちが提供する製品の品質が発電システムそのものの品質を左右

するという認識のもと、高効率で環境に配慮した製品を提供するために、日夜、技術開発と製品

開発に取り組んでいます。

一方で、お客様がそれぞれに抱える課題を解決するためには、お客様が望まれることを先取

りしてサービスを提供する「おもてなし」の精神が欠かせません。それはお客様の懐に飛び込ん

で一緒に問題を解決する、いわゆるソリューションビジネスともいえます。このために本年４月、エ

ネルギーソリューション営業部を新設し、「おもてなし」の精神を充実させています。

当カンパニーは、輸送システム分野とエネルギー環境分野でグローバルに事業を展開する

機器・システムメーカーを目指しています。輸送システム分野では、民間航空エンジンを国際共

同開発するパートナーとしての存在価値を高めるために、製品開発力の強化に努めています。

一方、エネルギー環境分野では、需要拡大が見込まれるコージェネレーションシステムの中枢と

なるガスタービン、蒸気タービン、ガスエンジンの拡販に注力するとともに、圧縮機などエネル

ギー関連機器のビジネスを拡大していきます。

プラント・環境カンパニーは、環境・エネルギー分野の製品を通して、世界のエネルギー問題や

土壌・水質汚染などの環境問題の解決に貢献しています。その一環として中国では排熱発電を

推進し、これまでにセメント工場に排熱発電プラント約100基を設置し、2,000MWの電力を作り

出しています。さらに今後は、都市生活から出てくるごみや下水を処理して燃料や工業用水に利

用し、都市内で完結したエネルギー・資源利用サイクルを回していく「ゼロエミッション－エコタウン

構想」に注力していきます。

一方、産業技術分野では、肥料プラントやセメントプラントなどの化学プラント、石炭、鉄鋼、非

鉄金属などの産業プラントを設計・調達・納入し、これから発展しようとしている国や地域の食料

生産や経済成長に寄与していきたいと考えています。

当カンパニーは、エネルギー技術・環境技術・産業技術という三つの技術を兼ね備えた、世界

に類のないエンジニアリング集団であり、これらを組み合わせることで一つの目的を達成してい

るところに強みがあります。今後は、こうした既存の技術を改良し、シナジー効果を出すことに

よって、オンリーワン・ナンバーワンの技術、製品を増やしていきます。環境・エネルギー分野では

革新的なCO2貯留技術や水素関連技術の開発に取り組み、産業機械分野では、半導体、液晶

分野をはじめ細胞自動培養装置など医療分野の技術開発にも挑戦していきます。

　ガスタービン・機械カンパニーは、第二次世
界大戦中にジェットエンジンの研究試作を実
施して以来、ジェットエンジンおよびガスター
ビンの製造を行い、国際共同開発される大
型旅客機用ジェットエンジンの分担製造を
行うほか、産業用ガスタービンのパイオニア
として、航空機用エンジン、産業用ガスター
ビン、各種産業用機械を製造しています。
　また、1907年に船舶用蒸気タービンの
生産を開始して以来、船舶用蒸気タービン、
船舶用ディーゼルエンジンなど各種産業
用機械を製造し、業界で確固たる地位を
築いています。

【ガスタービン事業】
ガスタービンをキーハードに、エネルギー
環境、輸送用機器分野でグローバルに事
業を展開する、世界市場における主要な
ガスタービンメーカー
【機械事業】
一流の技術と優れた品質の製品を提供
することにより、エネルギー・環境分野お
よび船舶分野において、グローバルに事
業を展開するメーカー

「エネルギー利用の効率化と環境配慮」
という理念を実現し、コージェネレーション
やコンバインドサイクル発電の駆動源と
して提供しています。

　プラント・環境カンパニーでは、1960年
代より、セメントプラントや化学プラントなど
の大型プラント、排煙脱硫装置などの大気
汚染防止設備、発電用ボイラや産業用ボ
イラなど、各種産業設備の設計・調達・納入
を行っています。
　また、ごみ焼却施設や汚水処理装置など
の環境保全設備についても設計・調達・納入
を行い、LNGタンクなどの鉄鋼構造物の製
造、および地下土木工事用のシールド掘進
機など掘削機の製造も行っています。
　中国では、中国セメント業界最大手の海
螺（CONCH）グループとの合弁でセメント
排熱発電設備の設計、製造、販売を行い、
中国におけるセメント排熱発電設備の普及
を促進し、省エネルギー、環境保全に貢献
しています。

省エネルギー・省資源、資源リサイクルを
中心に地球環境保全、CO２削減に貢献で
きる製品・技術を提供する特色あるプラン
トメーカー

【セメントキルン活用ごみ処理設備】
セメントプラントとごみ焼却炉の工程を一
体化させ、ごみの無害化・減量化・再
資源化を図ります。中国の CONCH グ
ループとの合弁会社で製作しています。

航空用・船舶用のジェットエンジン、排熱を有効活用するコージェネレーショ
ン設備などの発電装置を作っている、ガスタービンビジネスセンターの利益状
況を管理する仕事をしています。
近年、燃費の良い輸送用エンジン、高効率・低ＮＯxな発電装置といった

環境負荷の小さい機器へのニーズが高まっています。当ビジネスセンターでも、
環境によりやさしい製品を供給すべく開発・改良を重ねており、この事業に従
事していることに誇りを感じています。
これからも、この事業が発展し、川崎重工グループのミッションである「世
界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する“Global Kawasaki”」
が実践できるよう、微力ながら頑張っていきたいと思っています。 

エネルギー環境関連製品の設計支援や製品開発の仕事をしています。数値
解析等を用いて、付加価値の高い製品を製造できるよう取り組んでいます。今
年度はKプラント技術塾（若手技術者教育）の講師として、若手エンジニアの育
成にも携わっています。

自宅での川重マンとしての評価
私は２児の母親でもあり、当社制度である｢育児休暇制度｣および「フレック

スタイム制度」を利用しています。先日、夫が出張で3週間いなかったのです
が、フレックスタイムによる時間のやりくりと可能な業務を前倒しすることで乗
り切ることができました。育児のため会社にいる時間が短いですが、効率的に
仕事ができるように考えながら頑張ります。

ソリューション提案で低炭素社会の実現を後押しする エネルギー・環境・産業を融合したエンジニアリングで世界に貢献

【グリーンガスタービン「L20A」】  

5～7.8MWの発電出力を
カバーするガスエンジン。
優れた環境性能とともに、
発電効率は世界最高の
48.5％を達成しました。

【グリーンガスエンジン】

ガスタービンビジネスセンターHP▶http://www.khi.co.jp/gasturbine/
機械ビジネスセンターHP▶http://www.khi.co.jp/machinery/

プラント・環境カンパニーHP▶http://www.khi.co.jp/kplant/ ※2010年5月、「国連工業開発機関（UNIDO）の
　ブルースカイ賞」にノミネートされました。

ガスタービン・機械カンパニー
G a s  T u r b i n e  &  M a c h i n e r y

ガスタービン・機械カンパニー
プレジデント

浅野 雄一

事業概要

ビジョン

製品トピックス

事業概要

ビジョン

製品トピックス従業員の声

ガスタービン・機械カンパニー
ガスタービンビジネスセンター
管理部 管理課 基幹職 

山本 英史

従業員の声

プラント・環境カンパニー
P l a n t  &  I n f r a s t r u c t u r e

プラント・環境カンパニー
技術総括部 技術開発部 
解析技術グループ  

中間 未来

プラント・環境カンパニー
プレジデント

林 敏和

Kawasaki Group CSR Report 2010 14川崎重工グループ CSR報告書 201013

President
wInterview

President
ewInterview

総合技術力で未来をひらく
価値を創り出します

総合技術力で未来をひらく
価値を創り出します

テ ー マ  1テ ー マ  1

1
T H E M E



当カンパニーは、一般のお客様を対象とする部門として、製品の開発においては、カワサキ

ファンに満足いただける性能とデザインを提供するのはもちろんのこと、各国の騒音や排ガスな

どの厳しい環境規制対応、そしてブレーキ性能などによる安全性の確保を行っています。また、

生産における環境負荷低減も企業の社会的責任であり、当事業においても、より少ないエネル

ギーでよりクリーンな生産ができるよう努めています。

レジャー用途のモーターサイクル市場の伸長が期待される新興国においても「Ｆｕｎ ｔｏ Ｒｉｄｅ」

の提供により、カワサキファンを増やし、一人でも多くの方にカワサキブランドを選んでいただく

ために、品質・機能を高めた製品を合理的なプライスで提供することを目指しています。当カンパ

ニーは早くから工場の海外展開を進め、東南アジアでは、タイ、フィリピン、インドネシアで生産を

行っていますが、さらに、ブラジル、インドにおいても市場に本格参入しました。

今後は、環境技術の向上をテーマに、モーターサイクル製品については、低炭素社会のニー

ズと、走るよろこび、操る楽しさの両方を満たす、新技術や電動二輪車などの開発をしていきま

す。また、汎用エンジン製品については、バイオ燃料やＬＰＧ対応のニーズ、および新興国での農

機向けエンジンの市場拡大を捉え、カワサキエンジンをより多く使っていただけるよう製品開発・

販売活動を進めていきます。

精密機械カンパニーは、日本をベースに、イギリス、ドイツ、アメリカ、韓国、中国に拠点を置き、

生産・販売・サービスのグローバルな展開を行っています。現在、油圧機器については油圧ショベ

ル市場が世界最大市場に拡大している中国での生産、販売に注力しています。産業用ロボット

についても、中国をはじめとした新興国において自動化ニーズが急速に高まっており、需要拡大

へ向けた体制を強化しています。

グローバル展開において重要なのは、世界のどこでも均質な性能と品質を持つ製品を提供す

ることです。そのために「カワサキウェイ」ともいうべきものづくりの考え方を世界の拠点に展開

していく必要があると考えています。

地球環境問題への関心が高まる中、建設機械や産業機械そのものの省エネルギー化、高効

率化が求められています。油圧機器は、高圧化や圧力損失の低減などにより高効率化を進め、

母機の省エネ化に貢献してきました。今後は油圧と電気を組み合わせたハイブリッド機器の開

発や燃料電池用水素ガスバルブなどの製品開発により、さらなる省エネ化やCO2削減に貢献

していきます。

また、産業用ロボット分野でも、低コストで高品質な生産を可能とするラインの構築という顧

客のニーズに対応して、省スペース・省エネルギーを徹底してトータルコストを低減するととも

に、ロボットの知能化を一層進めた独自のソリューションを提案し、ニーズに応えていきます。

　モーターサイクル＆エンジンカンパニー
は、二輪車、ＡＴＶ(四輪バギー車)、レクリ
エーションユーティリティービークル、多用
途四輪車、パーソナルウォータークラフト
「ジェットスキー®」、汎用ガソリンエンジンな
どの幅広い製品を生産し、世界中の市場
に提供しています。 
　1953年に二輪車用エンジンの生産を
開始して以来、Ｚ１、ＧＰｚ９００Ｒなど数々の
歴史的名車を世に送り出してきました。現
在は、Ｎｉｎｊａ２５０Ｒ、Ｚ１０００などが人気を集
めています。また、汎用ガソリンエンジンで
は、23ccの超小型から1000ccのＶツイン
まで多種のエンジン、およびそれを搭載し
た刈払機、ブロアーなどを販売しています。
　マザーファクトリーである明石工場のほ
か、米国、南米やアジアの国々にも生産拠
点を展開しています。

高度な環境技術を背景に「Fun to Ride」
のさらなる浸透で躍進する、二輪車を中
心とする世界トップレベルのパーソナル
ビークルおよびエンジンメーカー

　精密機械カンパニーでは、1916年に油
圧舵取装置の製作を開始して以来、各種
機械・装置の重要な機能部品であるポン
プ、モーター、バルブなど油圧機器と、これ
らを組み合わせた陸上油圧機械や、舵取
機など船舶用油圧装置を製造しています。
　また、1969年に日本で最初に産業用
ロボットの製造・販売を開始して以来、溶
接用ロボット、ハンドリング・組立用ロボッ
トなど多数のカワサキロボットを製造して
います。

【油圧機器事業】
フルードパワー技術を核とした駆動・制御
機器、エンジニアリング、サービスを提供
する、モーションコントロール分野におけ
る世界の「TOP BRAND」メーカー
【ロボット事業】
自動車、半導体の製造分野をはじめ、そ
の他一般産業分野で、品質とトータルソ
リューションの提供力において業界トップ
の地位を確立し、自動化ニーズのある新
分野の開拓を進めるロボットメーカー

【１４００GTR】
スポーツツアラーモデル1400GTR。走行
時の安全性を向上させるライダーサポート
テクノロジーと効率的な低燃費運転を促進
させるシステムを新たに搭載しています。

　生産技術部門での経験を活かし、カンパニーでの環境管理システムを取りま
とめる仕事をしています。生産技術部門ではエネルギーを使う方でしたが、エネ
ルギーをできるだけ使わない生産、環境負荷のより低い製品を造る、その仕組
みづくりに苦心をしています。今、地球温暖化、リサイクルなど環境問題が社会
で注目をされています。これを追い風にして、当カンパニーでも環境保全に向け
た取り組みを広めていきたいと考えています。
　また、先日２連続休暇制度である「ゆうゆう連休」を利用して、グアムへ出かけ
て来ました。工場を離れきれいな空の下で自然を満喫しつつ、しっかりと地球環
境の大切さ・楽しさを学んで来ましたので、仕事にも活かせればと思います。

人事総務部で総務、施設、財産、動力、保安業務の取りまとめをしています。現代
の便利で豊かな生活は、建築・インフラも含め、さまざまな「もの」によって実現してい
ます。それらができ上がる過程には必ずといっていいほど油圧製品・技術が活躍して
います。川崎重工業の製品でここまで生活に密接に係わるものはないと思います。
逆に私たちの事業が生活を支えているのだと自負を持ちながら働いております。

自宅での川重マンとしての評価
地域性なのかもしれませんが、会社近隣や自宅近所、子供の学校関係者など、

会社名を呼ぶときに親しみを込め「川重さん」といわれます。この親しみは長い歴
史で築き上げられた信頼関係なのだと思います。地域に受け入れられている安心
感がある一方、先輩方が築いた信頼を引き継ぐためにもCSR活動には関心を
持って取り組んでいます。

低炭素社会のニーズとお客様の
「Fun to Ride」を満たす商品を創出する

お客様との信頼関係を築き、環境保全と生産効率向上を陰で支える

大きな「力」と確実な「制
御」を求めるさまざまな建
設機械等の産業用車両や
産業機械に、Kawasaki
の油圧機器・システムが幅
広く使われています。

【各種ポンプ・バルブ・モーター】

さまざまな工場で活躍するカワサ
キロボット。省エネルギーや生産効
率の向上に役立つキーハードです。

【中・小型ロボット「Rシリーズ」】

▶http://www.khi.co.jp/kplant/

精密機械カンパニーHP▶http://www.khi.co.jp/kpm/
ロボットビジネスセンターHP▶http://www.khi.co.jp/robot/

モーターサイクル&エンジンカンパニーHP▶http://www.kawasaki-cp.khi.co.jp/index.html

みねよし

モーターサイクル＆エンジンカンパニー
M o t o r c y c l e  &  E n g i n e

モーターサイクル＆
エンジンカンパニー
プレジデント

髙田 廣 園田 誠

事業概要

ビジョン

事業概要

ビジョン

製品トピックス
製品トピックス従業員の声

モーターサイクル＆
エンジンカンパニー  企画本部
企画部 環境企画課 基幹職 

西川 需

従業員の声

精密機械カンパニー
P r e c i s i o n  M a c h i n e r y

精密機械カンパニー  企画本部
人事総務部 基幹職 

岑吉 秀信

精密機械カンパニー
プレジデント
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航空エンジンから発電機やポンプなどへ動力を取り出すギアボッ
クスは、省エネ化のために、エネルギー伝達効率の向上が強く求
められています。この技術は、ギアボックス内の潤滑油の挙動予測
に世界で初めて成功したもので、米国機械学会の航空エンジン部
門で「最優秀論文賞」を受賞するなど、大きな評価を得ています。

鉄道車両が高速走行する際、周囲の空気力などにより発生する
車体の左右の揺れを低減させ、快適な乗り心地を実現するため
の制振技術です。車体と台車の間にアクチュエータを装備し、揺
れの発生力を直接コントロールします。

微生物により汚水を再生する生物反応槽へ空気を供給する曝
気ブロワは、下水処理施設で最もエネルギー消費量が大きい（施
設全体の約40%）機器ですが、パワーエレクトロニクス、電磁界
解析、電気機械設計、制御システム設計等に関する独自の基盤
技術が、曝気ブロワの消費電力の低減に貢献しています。

将来の先進医療として期待されている再生医療や創薬・新薬開
発分野などのために各種細胞を自動培養する装置で、先進のク
リーンロボット技術、画像処理技術、生産管理技術などを駆使し
て実現させました。このシステムにより、熟練者でなければ難し
い、ヒトiPS細胞の自動培養に世界で初めて成功しました。

都市ごみをガス化し、セメントプラントへ供給することにより、
ごみの再資源化を可能とする、世界初のごみ混焼システムです。
セメントプラント分解炉への燃料ガス投入位置の最適化などに、
熱流動解析技術が使われています。

温度が低いため、従来、エネルギーとしての利用が難しかった
80～120℃の排温水から、熱エネルギーを回収し発電する
バイナリー発電システムです。低コスト、メンテナンスフリーを
目指して開発した、高性能熱交換機、一体型タービン発電機、
電力変換装置等に、最新の技術が使われています。

複数の部材を組み合わせて製造される船積みLNG球形タンク
について、その溶接部の健全性を超音波によって自動的に検査
する技術です。この技術により、従来、多大な労力と時間を要し
ていた手動による検査を、高速に安定して行うことができるよう
になりました。

過去に経験した品質問題やトラブル事例についての教育を行う
とともに、その原因や対策等を全事業部門がオープンに報告し、
その情報を共有化することで、類似問題の再発防止を図ってい
ます。

ごみ焼却プラント付帯設備の灰溶融炉の熱源であるプラズマ
トーチには、直流の高電流/高電圧（最大2400A×1000V）が加
電され、その外筒が約400Vに帯電するため、感電対策に注意を
要する設備です。そこで、リスクアセスメントを実施し、トーチ付近
のエリアを区画するとともに、機器停止インターロック付扉を設置
する等の対策を講じています。

ホイールローダ開発にあたり、輸送・運転・作業・点検および整備時
における、運転者・周囲の作業者・サービス員および第三者を対象
に設計段階でリスクアセスメントを実施しています。
ISO12100-リスク低減プロセスに従い、リスクレベルカテゴリー
に応じた保護対策を講じています。

再生医療の進歩をアシスト
「細胞自動培養システムの
ための先進基盤技術」

ごみの再資源化「セメントプラント・
ごみ混焼システムのための熱流動解析技術」

未利用エネルギー
を有効利用
「低温排熱利用バイナリー発電システム支援技術」

航空機の省エネ化に貢献
「エンジンギアボックスのオイルシミュレーション技術」

快適な乗り心地を実現
「高速鉄道車両のアクティブ制振制御技術」

品質向上への取り組み例
「船積みLNG球形タンク溶接部の非破壊検査の自動化」

技術研修やセミナーによる
品質問題の教育と情報共有化

リスクアセスメント実施例: 灰溶融炉 リスクアセスメント実施例: ホイールローダ

輸送システム製品分野

産業機器製品分野

エネルギー環境製品分野

スメント実施例: ホイールローダ

航空機の省エネ化に貢献

下水処理施設の省エネ化を推進
「曝気ブロワ：
磁気軸受式高速回転機」

製品品質向上への取り組み
● 量産製品、個別受注製品のそれぞれの特性に応じ、製品品質向上のためのさまざまな取り組みを行っています。
● 製品開発の段階から、「事前品証」や「開発のフロントローディング」を実施し、より高い製品品質を目指しています。
● 技術研修やセミナー等により、品質問題に関する教育や情報の共有化を行うとともに、品証問題のデータベース化による
不具合の再発防止に取り組んでいます。

製品安全マネジメントへの取り組み
● 企業としての安全ポリシーの表明として、ミッションステートメントのグループ経営原則に「高機能・高品質で安全な製
品・サービスの提供を使命とする」ことをうたっています。

● 製品安全実現のプロセスを機械安全の国際規格ISO12100に準拠させるべく、事業部門における製品安全の内部規程
の見直しを行っています。これにより、設計部門におけるリスクアセスメントの実施とリスクの大きさに応じた適切なリス
ク低減対策の実施が設計工程に組み込まれることになります。

先進の共通基盤技術
当社グループの事業・製品は、輸送システム製品・エネルギー環境製品・産業機器製品など、広範な領域にまたがっています。
しかし、コーポレートの研究開発部門である技術開発本部が先進の共通基盤技術で横断的に支え、
開発効率やシナジー効果を追求しています。

前ページまででご紹介した当社グループ各カンパニーの事業や製品は、
技術開発、製品品質、製品安全への数々の地道な取り組みを土台としています。
こちらのページでは、川崎重工グループの事業を支える基盤的取り組みについてご紹介します。

ⓒ Rolls-Royce plc 2010
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低炭素社会の形成へ
現在のコンセプトでは、水素は資源国で褐炭というあまり利用されていない低品位の

石炭などから作り、このとき発生するCO2は資源国の安定した地層に貯留します。

また、風力や太陽光などから発電した電気を用いて水を電気分解することでもCO2フリー

の水素を作り出すことができます。こうしてできたCO2フリーの水素は、水素運搬船で日

本のような利用国に運び、発電や自動車用の燃料として利用することを考えています。

輸送機器
動力機器
ボイラー
など

水素

一次エネルギー 直接燃焼

二次エネルギー

電力

化石燃料
（石油、天然ガス、石炭など）

原子力

動力・熱

水素製造時に発生するCO2を
資源国に貯留すれば、CO2フリーの
エネルギーとして、利用できます。

水素は電力と異なり、ロスが少なく
長距離輸送が可能であるため、
世界中のどこでも利用できます。

自然エネルギー
（水力、風力、太陽光など）

川崎重工グループが
創る未来の社会
── 「CO2フリー水素コンセプト」の提案へ

2020年、2030年といった将来を見据えたとき、新興国の急速な経済発展により世界的な

エネルギー需要はますます増大すると考えられます。

このような状況の中、日本のような資源を持たない国はエネルギーの安全保障を進め

ながら、一方で地球環境保護のために一層のCO2削減を実現していく必要があります。

この解決策の一つとして、当社は、製造時や使用時にCO2を大気中に出さない、CO2フリー

水素の利用について開発を進めています。

川崎重工グループは、国内で有数の大型水素貯蔵タンクや水素運搬車を製造
している技術と経験を活かし、未来社会に向けての新しいエネルギー構想
として「CO2フリー水素コンセプト」を提案しています。
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